第3章　生活環境衛生と公害
１．環境と衛生

１）環境衛生の意義

　○健康 ←　遺伝 ＋ 生活環境
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　　　　　　遺伝
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※ＷＨＯ　環境衛生委員会（１９４５）

　　「環境保健は、人間の身体的、精神的、社会的な良好な状態に有害な作用を及ぼし、

　　或いは、及ぼすおそれのある物質的環境のすべての要素を制御することを意味する」

２．空気（大気）
（１）正常成分　　　　　　　　　　　―　　　　　　　　　　(呼気中)1回吸ってはくと
　　　０℃　１気圧　　　　酸素　Ｏ2 ―――― ２０．９３％　（１７％）

　　　乾燥状態　　　　　　窒素　Ｎ2 ―――― ７８．１％　　（７９％）

　　　　　　　　　　　　　二酸化炭素ＣＯ2 ― ０．０３％　　　（４％）

　　　　　　　　　　　　　アルゴンＡｒ  ―― ０．９４％

　　　　　　　　　　　　　Ｈｅ(ヘリウム)，Ｎｅ，Ｏ3（オゾン）

　　　　　　　　　　　　　Ｋｒ，Ｘｅ，ＮＯ，Ｈ2Ｏ

　Ａ．酸素

　　　大気中　―　２０．９３％
　　　呼気中　　　１６～１７％（人体内で４～５％消費）

　　　　　　　１５％以下　　　　酸素欠乏
　Ｂ．窒素

　　　大気中　―　７８．１％

　　　　Ｏ2濃度を薄める

　　　　　Ｏ2が高濃度で存在 → （燃焼しやすい）

　　　　　　　　　　　　　　　　 酸化しやすい
　Ｃ．二酸化炭素
　　　大気中　―　０．０３％

　　　呼気中　――　　４％（人体内で４～５％消費）

　　　基準値　０．０７％～０．１％
　　　　　　０．１％で室内空気の換気の目安
　　　　　　　　　　室内汚染の有無の推定

　　　　　　　測定　――　検知管法
　　　　・無色、無臭の気体

　　　　・比重　Ａｉｒ：ＣＯ2　＝　１：１．５２９
　　　　・延髄の呼吸中枢を刺激
　　　　・温室効果ガス　　地球温暖化の原因


　　　　　　大気中に増加している

（２）異常成分（大気汚染物質）

　　・一酸化炭素ＣＯ

　　・硫黄酸化物ＳＯx

　　・窒素酸化物ＮＯx

　　・浮遊粒子状物質ＳＰＭ

　Ａ．一酸化炭素
　　・不完全燃焼時又は、燃焼の初期

　　・自動車の排気ガス中

　　・煙草の煙（０．５％）

　　・無色、無臭、刺激臭なし

　　・比重　―　空気とほぼ同じ　　　　　　　　　一酸化炭素を
　　・Ｈｂとの結合力 ― Ｏ2の２００～３００倍　（血液毒という）
　　　０．０２～０．０３％（２～３時間）　軽度の頭痛

　　　　　　　（３００ppm）　　　　　　　皮膚血管拡張

　　　　　　　０．３％（３０分）　　　　　生命の危機

　　　　　　　０．５％（５分）　　　　　　死亡

　　　環境基準　1時間値／２４時間　　―　　１０ppm（０．０１％）
　　　　　　　　２４時間いたとして、その1時間当たり　(100万分の１)

　　　　　　　　1時間値／８時間　　―　　２０ppm
　　　産業現場での許容濃度　―　　５０ppm
　　　怒限量　　　　　　　　　　　１００ppm（０．０１％）
　（怒＝許す）

　　　測定　――　検知管法
　　　検出　――　カナリア等（小動物）を使用

　Ｂ．硫黄酸化物　ＳＯx　　　　　　　　　　ＳＯ2　　亜硫酸ガス
　　　　・火山の噴火、噴煙　　　　　　　　 ＳＯ3　　無水硫酸

　　　　・石油、石炭の燃焼（化石燃料）

　　　　　無色、刺激臭　　　　　　　　　　　　　良い方　―　温泉

　　　　　水溶性大　―――――――　　　　　　　悪い方　水蒸気と共に凝集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　硫酸の雨（酸性雨）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二酸化炭素も酸性雨の原因

　　　　　　　　　　　　　　　　呼吸器粘膜を刺激

　　　　　　　　　　　　　　　　→　喘息、慢性気管支炎

　　　　　　　　　　　　　　　　　（四日市喘息）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　硫黄ガス

　　　　・環境基準　1時間値／２４時間　―　０．０４ppm
　　　　　　　　　　　　且つ1時間値　 ―　０．１ppm以下

　　　　　　　　　　（1時間だけそこにいる）

　　　　　環境濃度（昭４２～）漸減 ～ 横這状態
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（低い所で横這い）

　　　　　１ppm　　――　　臭気で認知

　　　　　５ppm　　――　　鼻、喉に刺激、咳が出る

　　　　２０ppm　　――　　目に刺激、咳

　　　30～40ppm　 ――　　 呼吸困難

　　　300～500 ppm　―　　 生命の危機

　※　ＳＰＭ（浮遊粒子状物質）にＳＯxが吸着

　　　　→　気管支、肺の深部に到達

　Ｃ．窒素化合物　ＮＯx

　　　発生源　・工場の高熱炉から排煙

　　　　　　　・自動車の排ガス

　　　　　　　　重油、ガソリン等、高温燃焼
　　　　　　　　→空気中の窒素ガス酸化 → 

　　　ＮＯ2　水溶性小　　　　肺胞まで達する　　　　気管支炎
　　　　　　(水にとけにくい)　　　　　　　　　　　　　(喘息の原因)

　　　　　　１０～２０ｐｐｍ　―　粘膜に軽い刺激（慣れた人には影響なし）

　　　　　　　　　５０ｐｐｍ　―　中毒(胸部絞扼感、不快感)

　　　　　　　　２００ｐｐｍ　―　生命危険（閉塞性線維細気管支炎、３～５Ｗで死亡）

　　　労働衛生上の許容濃度　―　５ｐｐｍ
　　・環境基準　　　　１時間値／２４時間 ― ０．０４～０．０６ｐｐｍ

　　・環境濃度　　　　横這い状態で推移　（平８）０．０２９ｐｐｍ

　　※　オキシダントの原因物質（光化学スモッグ）

　　　　酸性雨　の　原因物質

　Ｄ．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じんあい),塵埃)　ＳＰＭ(浮遊粒子物質：ほこり)

　　　・空気中に浮遊する空気成分以外の微粒子（個体、液体）

　　　　・呼吸器に対する影響　１０μ以上　―　影響少ない

　　　　　　　　　　　　　　　１０～５μ　―　気道粘膜、線毛運動により除去(排出)

　　　　　　　　　　　　　　　５～0.25μ　―　肺胞に達する

　　　　　　　　　　　　　　　１μ前後のものが肺胞沈着率が高い
　　　　・塵埃に　病原微生物

　　　　　　　　　(空気感染)　　付着 → 人体への影響大

　　　　　　　　　ＳＯx

　　　　　塵埃による影響

　　　　　　　　　　　　　　・大気汚染

　　　　　　　環境への影響　・紫外線吸収 → 地上到達妨げる
　　　　　　　　　　　　　　・身体表面、衣服を汚染

　　　　　　　　　　　　　　・都市の濃霧発生

　　　　　　　　　　　　　　・アレルギー性疾患―スギ花粉、ハウスダスト

　　　　　　　　　　　　　　・炎症性変化―慢性気管支炎、結膜炎

　　　　　　　　　　　　　　・線維、結節性の変化　　 ― 　硅肺、塵肺

　　　　　　　　　　　　　　　(吸収による)全身的影響　―　肺に沈着した粒子状物質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に含まれる鉛等が吸収

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　される。

　　　　　環境基準　１時間値／２４時間　―　０．１ｍｇ／㎥以下
　　　　　　　　　　かつ１時間値　　　　―　０．２ｍｇ／㎥以下
　　　　　環境濃度　―　ほぼ横這い　（平８）０．０３８ｍｇ／㎥
　　　　　塵埃の防御　・道路　舗装

　　　　　　　　　　　・撒水、清掃

　　　　　　　　　　　・街路樹、生け垣等

２）温度条件及び気候

（１）温度条件

　　　・気温
　　　・気湿
　　　・気流、風圧

　　　・熱輻射
　Ａ．気温

　　　快適温度　―　２０℃前後

　　○暑熱の作用　血管緊張低下、脈拍促進

　　　　　　　　　尿排泄減少（発汗による）　　　→活動力低下

　　　　熱中症　　高温、高熱下で激務
　　　　　　　　　→循環系、水分、塩分代謝系失調

　　　　　　　　　→体温調節機能失調

　　　　　　　　　→発汗停止、体温上昇　錯乱

　　 　　熱虚脱症

　　 　　熱痙攣症

　　 　　熱EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひはい),疲憊)
　　　熱中症の重篤なもの　―　熱射病・・冬でも起こる

　　　炎天下で熱射病　　　―　日射病・・夏
　※　高温　→　細菌増殖　→　食中毒　→　消化器疾患

　　　　　　　　　　　　　　（７～９月）

　　○寒冷の作用　・末梢血管収縮 ― 熱放散防止

　　　　　　　　　・筋収縮　→　ふるえ　→　熱産生
　　　　　　　　発赤、貧血　激痛　→　無痛(マヒ)

　　　局所的作用　―　凍傷

　　　全身的作用　―　・低体温　→　不整脈（心室細動）

　　　　　　　　　　　・凍死の境界温度 ― 直腸温２５～３０℃

　Ｂ．気湿（空気中の湿気）

　　　・湿気　―　気候の急変から人体を保護

　　　　　　　・太陽熱を吸収 → 空気の過熱防止

　　　　　　　・地表からの熱輻射をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さえぎ),遮)る → 空気の冷却防止

　Ｃ．気流、風圧
　　・　気流　－　空気の流動

　　　　　　　　（気圧の差により生じる）　－　（高 → 低）

　　・　風圧　－　風に直面した平らな物体の面積に働く力

　　　・気流の作用　・人体　－　体熱放散促進（体感温度低下）

　　　　　　　　　　・室内　－　自然換気促進
　　　　　　　　　　・有毒ガス希釈

　　　・測定　・１ｍ／秒以上の風　―　風車風速計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダインス風速計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロビンソン風速計

　　　　　　　・室内微気流　・ カタ寒暖計・・・試験に良く出る
　　　　　　　　　　　　　　・ 熱線風速計

　　　　　　　　　　　　　　・ サーミスタ風速計

　　　室内気流・・・　０．４ｍ／秒（又は０．６ｍ／秒）が望ましい

　　　　　　　　　　　作業時　－　この数倍が望ましい

　Ｄ．熱輻射

　　・ 発熱体

　　・ 空気と異なる固有温度を有する物体

　　　　・ 測定　―　黒球寒暖計
　　※　気温との差　―　実効輻射熱　　　　　　　　　　　　　　　黒エナメル


（２）気候　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銅板
　Ａ．気候型及び気候帯
　　　気候要素・　気温、気湿、気流、気圧、日照

　　　　　　　　　降水、降雪、雲量等

　　　気候因子　緯度、海抜（高度）、地形、土地の傾斜

　　　　　　　　海流、水陸分布

　　　　気候　―　種々の気候要素の組合せで決まる

　　　① 気候型
　　　　気候型 ＝ 気候要素 ＋ 気候因子

　　　　・ 海洋気候（海岸気候）

　　　　・ 大陸気候

　　　　・ 砂漠気候

　　　　・ 高山気候

　　　② 気候帯

　　　　　太陽輻射量の分布に基づき主として緯度によって分類

　　　　　・ 熱帯　　―　２０℃ ～

　　　　　　(亜熱帯)

　　　　　・ 温帯　　―　０ ～ ２０℃

　　　　　　(亜寒帯)

　　　　　・ 寒帯　　―　～ ０℃

　　　　　　　　　　　　 年平均気温

　Ｂ．気候

　・ 一定の土地の長期間の大気現象を統合した正常的な状態
　・ 気候要素の統合の仕方で異なった気候となる

　　・ 天候　　　短期間の大気現象の統合した状態

　　・ 天気　　　日々の大気現象の統合した状態

　※　保護気候　―　人間の生理機能だけでは生活不可能

　　　　　　　　　　　衣服(下)気候

　Ｃ．気圧
　　　大気が地面とその上の物体に対して及ぼす圧力

　　　　１気圧　　１０１３．２ｈｐａ
　　　　　　　　　　　　　　　(ﾍｸﾄﾊﾟｽｶﾙ)

　　　　　　　　　７６０ｍｍＨｇ
　　　　異常な高圧、低圧　　　　人体に種々の影響 → 健康障害

　　　　常圧 → 低圧　　高山病
　　　　　　　　　　　　航空病

　　　　高圧 → 平圧　　潜函病（ケイソン病、潜水夫病）
　　　　　　　　　　　　　　　　良く試験に出る
　Ｄ．日本の気候

　　　温帯性気候　cf．北海道－亜寒帯　沖縄－亜熱帯　　cf．山に登ると気圧が下がり
　　　　　　　　　―　四季の変化　　　　　　　　　　　　 空気が引っ張られて温度
　　　　　　　　　　　(風水害、干害、冷害、雪害等、災害も多い) 涼しい
　　　夏－東高西低

　　　　　高温高圧の海洋風 → 梅雨

　　　　　　　　　　　　　　　うつ熱 → 　学習、作業能率低下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細菌性食中毒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　病害虫

　　　冬－西高東低

　　　　　大陸風　→　日本海側、曇天、降雪 → くる病、インフルエンザ

　　　　　　　　　　　太平洋側－乾燥した晴天 → 呼吸器疾患

　Ｅ．気候、気象と疾病
　　・気候病（気象病）　―　気象条件により増悪又は緩解する疾患

　　　　　　　　　　　　　　ある一定の気象の日に多発

　　　　　　　　　　　　　　（神経痛、ＲＡ、喘息・・・）

　　・季節病　―　特定の季節に発病、増悪

　　　　　　　　　冬　―　感冒

　　　　　　　　　夏　―　消化器系伝染病

　　※季節病カレンダー　衛生統計を基に病気発生が

　　　　　　　　　　　　地域、季節、月別にどの洋に違うか

　　　医学地理学者

　　　籾山政子

　Ｆ．気候馴化（順応反応）

　　　健康障害を起こす様な環境下でも長期間の滞在により身体の調節機能が働き

　　　その気象条件に適応して生活できる様になること。

　　　　　　　○　寒帯　　－３０℃

　　　　　　　○　熱帯　　年中３０℃

　　　　　　　○　海抜　３０００～４０００ｍ

　　※　環境変化が急激　　　　適応、馴化不可能 → 健康障害

　１．住居　･･････生活にかなりの時間を過ごす（家庭、職場、教室）
　１)住居の衛生的条件

　・住居の衛生の目的
　　（人為的に）家屋気候を形成 → 外気を調節

　　　　　　　　　　→ 生活に対する悪条件を緩和(寒暖、乾湿等)

　　　　　　　　　　　 健康を保全、仕事に便利な快適な環境を得ること

　・住居の基本的条件　（「健康的住居の基本原則」･･･米公衆衛生協会住宅衛生委員会）

　× 災害防止　････････････自然災害(地震、風水害)、人的災害(火災、事故)

　　 疾病、感染防止････････給排水設備、汚物処理施設、害虫獣の発生防止


　○ 生理的要求　･･････････日照、清潔な空気、採光、照明、騒音振動問題ない
　　 生活的要求　･･････････個人生活の独立性、家族生活、近隣生活、疲労の少ない家事

　　 生活経済　　･･････････生活費問題

　　 精神的感覚　･･････････趣味、好み

(１)敷地の必要条件（今だと探すのが大変）

　住居の良否を決める第１条件･･････敷地にあるといっても過言ではない

　①立地条件　　工場等（大気汚染源）ない

　　　　　　　　閑静で交通に便利（公共施設利用に便利で、教育的環境良いこと）

　②日照時間長いこと　･･････　南東又は南に面した土地（斜面）であれば最適

　③地質　　浸透性があり、良く乾燥

　　　　　　地震に対しても安全堅固な地盤

　④地下水位　･････
　　＊地下水位→湿潤→家屋、家具等腐りやすい→　地表面以下１．５ｍ以下(出来れば

　　　※ 地下水位浅い　　　湿潤 → 腐りやすい　 カビ、悪臭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感冒、リウマチ、神経痛等

　⑤土壌汚染等ないこと
　⑥良質な飲料水が豊富に得られること　　→　上下水道の施設

　⑦汚水の排出に便利なこと

(２)住居の構造と間取り
Ａ．床
　床下の換気･･･ 床と地面の間は十分距離をとる → ４５ｃｍ以上
　　　　　　　　　床下の換気を良くすること　→ 換気口の設置
　　　　　　　　　地表を（三和土）たたきで覆うと良い

　　畳　○ 熱の不良導体

　　　　　 弾性に富む

　　　　× 吸湿性→塵埃付着→害虫棲息しやすくなる→不潔

　　　　　 →　（日光消毒、乾燥）

　Ｂ．壁
　　外壁･･････防暑、防寒、、防火、防水

　　内壁･･････　各室の境界

　　　　　　　　室内の保温、換気、採光、乾湿等に重要な役割

　　材質　熱伝導率小さいもの　太陽熱伝えない

　　　　　　　　　　　　　　　内部の熱を逃がさない

　　　　　湿気を内部に入れないもの

　　　　　音響の伝導少ないもの

　　色　　精神的に爽快、落ち着き感を与えるもの

　　　　　居間･･････白よりクリーム色

　Ｃ．屋根
　　屋内の気候と重大な関係･･････防暑、防寒

　　材質　熱伝導率小さいもの

　　　　　熱反射の大きいもの

　　構造上の工夫　勾配、厚さ
　　　　　　　　　二重屋根　等

　Ｄ．間取り
　　常時使用する部屋(居間、子供部屋)･･････　最も条件の良い場所に設ける

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南向きで北側にも窓

　　寝室･･････南側ｏｒ東、西側

　　台所･･････東南ｏｒ東北の角（二壁面に窓→　採光、換気に都合良い）

　　　　　　　（北側にあると冬の朝辛い）

　(３)　家屋各部の衛生的性状

　　　・温度条件　　日本薬学協定

　　　・汚染条件　　　　普通室内　試験成績判定基準

　　　・光学条件
　　　・音響条件

　　　○ 温度条件の四因子　　気温
　　　　　　　　　　　　　　 気湿

　　　　　　　　　　　　　　 気流
　　　　　　　　　　　　　　 熱輻射

　Ａ．カタ冷却力
　　　気温、気湿、気流の三者が総合して人体から熱を奪う力

　　　「カタ温度計」の１００°Ｆ（３８℃）～ ９５°Ｆ(３５℃）に下降する時間を測定

　　　　・表面１ｃｍ　当りに失われる熱量　―　カタ常数（Ｆ）
　　　　→これを冷却時間で除したもの（Ｔ）

　　　　　　カタ冷却力（Ｈ）＝Ｆ／Ｔ

　Ｂ．実効温度（感覚温度、等感温度、体感温度）

　　　気温、気湿、気流の組合せでヒトの温覚、冷覚を定めた指標
　　　（米）ハウトンとヤグロー（研究した学者）

　　　　快適帯　－　実効温度　１７～２２℃（人種により異なる）

　　　　　３因子（気温、気湿、気流）を適宜組合せて
　　　　　快適帯に入る様環境条件を改善することができる

	乾球
	湿球
	風速
	実効温度

	２４℃
	１９℃
	０ｍ／Ｓ
	２２℃

	〃
	〃
	１ｍ／Ｓ
	２０℃
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　　　○ 不快指数（ＤＩ）

　　　　 気温と気湿（実効温度から風速を除外したもの）

　　（米）１９５９　　　空調による蒸し暑くて不快な状態の程度を示す指数
　　　　ＤＩ＝０．７２×（乾球温度＋湿球温度）＋４０．６（℃）

	米国人
	日本

	７０ － １０％の人が不快

７５ － ５０％　　〃

７９ － 全員　　　〃

８６以上 － 苦痛
	７０ － 涼・寒い
７２ － ２％の人が不快

７５ － ９％　　〃

７７ － ６５％　〃

８５ － ９３％　〃


　Ｃ．音響条件

　　騒音 →　・不快　　　　　　　　睡眠妨害

　　　　　　 ・日常生活妨害　　　　作業能率の低下

　　　　　　 ・生理機能の変化　　　会話の妨害

　　　　　　 ・聴力障害

　　測定　－　普通騒音計
　　単位　－　ホン 又は ｄβ（デシベル）　　　　　　　　１０００ＨＺで

　　　　　 （騒音のみ）（音の単位）　　　　　　　　　　　ホンとｄβが一緒になる

　　　　　普通の会話　－　５５～６５ホン

　　　　　車の往来の激しい通り　－　６５～７５ホン
　　　　　列車のガード下　－　９０ホン

　騒音の環境基準
	
	昼間
	夜間

	ＡＡ

Ａ及びＢＢ

Ｃ
	５０ｄβ以下

５５ｄβ以下

６０ｄβ以下
	４０ｄβ以下

４５ｄβ以下

５０ｄβ以下


　（４）室内消毒
　　※　水害等　泥水で汚れた場合

　　　　　住宅、家具　－　水で洗浄

　　　　　　　　　　　　　→ ３％クレゾール水

　　　　　床板、柱、壁　－　水で清拭 → 乾燥

　　　　　床下　　　　　　　石灰をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ま),撒)いて通風

2）換気
多人数等で汚染された空気のある部屋へ新鮮な空気を取り入れ、

不良な空気を除き、居室者に有害に作用するのを防ぐ手段

（1）自然換気……日本家屋の特徴

　①風力（外から吹いてくる風で入替）－ 風速（強）→ 換気量（大）自然換気の主力
　②室内外の温度差（重力換気）
　③気体の拡散・・・換気量小さい
（補助換気……小塔、天窓、排気筒）←風の吸引力＋温度差
＊室内外の温度差　上層部……外気の圧力に打ち勝ち流出

　下層部……外圧＞内圧→外気流入

　（内圧、外圧が等しい所……中間帯、中性帯）

　　　　　※冬期……内外気温差の著しい時→部屋の下半分を気密にする

　　　　　　　　　　→中間帯上方に移る→下半分保温される
（2）機械換気
　自然換気で不十分な場合、動力を用いた機械換気が必要となる。

 ①排気式（吸引式）換気法
　 排気･･････扇風機等の機械力により室内空気吸引
　 給気･･････開口部からの自然換気により流入
 ②送気式（送風式、押込式）換気法（外の空気を入れる）－マンホール内作業等
　 給気･･････機械力による給気
　 排気･･････開口部からの自然換気により排気
 ③平衡式（併用法）換気法
　排気式＋送気式

　 最も効果的（給気が新鮮であること……大気汚染の強い地域では、不適）

※空気調節法（空気調和法）

　室内空気条件（気温、気湿、気流）を人工的に調整……病院、ビル等
3）温度と湿度の調節
暖房　←（衣服での調節可能気温）→　冷房
　　　　　　１０～２６℃
室内空気調節→　保健
　　　　　　　　作業能率高める
　　　　　　　　快適な生活
　　　利点　　　　　　　　欠点

　設備費が経済的　　　　有毒ガス、煤煙、塵挨
　設置が簡便　　　　　　燃料運搬の手間
　燃料費安い　　　　　　火災の危険
 ②中央暖房法
　 一定場所に熱源→配管で各室へ熱を配布……対流熱（熱風、蒸気、温水）
利点 
　　　　　　　　　欠点 

室内空気を汚染しない 
　　　　設置費大 

室内温度を一様に上げられる 
隙間の多い住居には不適 

危険少ない 

取り扱い、調節容易 

※地域暖房……　中央暖房を大規模にして、一定地域に熱を供給する方法

火力、原発等の余剰熱源

③暖房の注意点

・室内を均等に暖め、頭部と足部の温度差：頭部と足部の温度差 － ２～３℃以内
・適度な水蒸気を発生させる：水蒸気　　　　　４０～７０％
・安価で、火災、爆発、火傷の危険のないこと

・室内空気を汚染させない（燃焼産物、塵埃等）

・熱の発生量を自由に調節できること

（2）冷房
  人体から適度な熱放散を可能にさせる技術

　・建築的技術……地形、地物を考慮し、主な風向きに沿って開口部

　・設備的技術……扇風機、冷房設備　局所冷房方式　「ルームクーラー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央冷房方式　（空気調節法）
（3）冷房と疾病

　・冷房病　過度の冷房による異常な寒冷刺激
　　　　　　　　　→　自律Ｎ系に変調
　　　症状　下半身の冷え（腰、下腿、足）、手指（♂背中の冷え）

　　　　　　月経不順、尿量増加、血圧上昇、神経痛

　　　　　　頭痛、歯痛、胃腸障害、皮膚の荒れ、鼻咽頭不調、感冒

　　　予防　冷やし過ぎない

　　　　　　動き少ない場合→　室温２５℃（湿度５０～６０％）以下にしない
　　　　　　外気温との差……　５℃以内（夏季の暑熱馴化乱す）
　　　　　　室内気流………　　１０ｃｍ／秒　程度の緩やかな気流
　　　注意　換気悪くなりがち

　　　　　　冷気が床面近くに停滞　　　　→　室内空気のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かくはん),撹拌)
４）採光と照明
採光、照明･･････住居の衛生上注意すべき要素

・採光･･････太陽光線を光源として利用
・照明･･････人工光源を利用
→その良否により種々の影響

　不良→　視機能疲労→　近視
　　　　　作業能率低下→災害
　　　　　学習能率低下

　　　　　精神状態　不安定
・基本的条件　所要照度の確保
　　　　　　　投光面の反射、透過性が適当であること
　　　　　　　形が認識可能な輝度が保持されること

※１lux･･････１燭光の光源から１ｍ離れた面の明るさ　　 新燭(カンデラｃｄ)

　　測定･･････光電池照度計　　　　　　　　　　　　　　白金の凝固点の黒点の１ｃｍ2
　(８畳間(日本間)で100Ｗ電球電球→80～100luxになる） 当たりの光度の1/30を1cd
(1)採光(昼光照明、自然照明)

晴天時･･････10万lux

・天空光･･････日光の大気中での拡散光
　　　　晴天の日の天空光 → 晴天光
　　　　曇天、雨天の昼光 → すべて天空光
・昼光率　・直射日光を含まない天空光による屋外水平照度と室内の照度との比の百分率

　　　　　・室内各点で１％以上(２～３％あれば良好)
・均斉度　平均照度と最低照度との差の平均照度に対する比の百分率
　　　　　→（ ３０ ）％以下が望ましい
　　　　　　（平均照度－最低照度）／平均照度×１００≧３０％
※窓による採光能率
・窓の面積･･････平均床面積の２０％(１／５)　（窓が高ければ　１／７　でも可）

・窓の高さ･･････室の奥行きの１／２以上
　　　（室の奥行き･･････床面から窓の上縁迄の高さの１．５倍以下が望ましい）

・方向･･････南向きが理想

　　　（北側･･････変化少ない為、作業の種類によっては北を選ぶ）

(2)照明
必要条件　　・作業上、十分な照度が得られること
　　　　　　・光度に動揺がないこと（ちらつきがない）

　　　　　　・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(げんき),眩輝)がないこと（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(げんき),眩輝)→視覚に不快感、苦痛感）
　　　　　　・色が昼光色に近いこと
　　　　　　・危険がないこと（有毒ガス、爆発、発火等）
　　　　　　・簡便で経済的であること
①直接照明
　・　光の大部分が光源や反射笠から来るもの
　　長所･･････照明効率（大）、廉価

　　短所･･････輝度、強い陰影→不快感


②間接照明

　・　光が天井又は壁に向かい、これらが反射

　　長所･･････穏和な照明、輝度や陰影ない

　　短所･･････照明効率悪い、設備費・維持費(大)

③半間接照明

　・前２例の折衷、半透明の逆反射笠。光の１／２を間接光、残りを直接光。

　　又は「グローブ照明」

　・直接照明のような眩しさない

　　間接照明程の設備費・維持費かからない

・人工照明の照度基準　教室、図書室等･･････200～750lux

　　　　　　　　　　　休養室、廊下････････75～300lux

※全般照明：局部照明＝　１：１０　以内が望ましい

４．衣服
1）衣服の意義と機能
目的　①体温調節･･････吸湿性、吸水性、保温性、通気性、含気性、熱伝導性、吸熱性、

　　　②身体保護･･････耐汚性、耐洗濯性、熱伝導性、耐熱性、耐光性、耐汗性、柔軟性
　　　③身体活動･･････柔軟性、伸縮性、重量
　　　④装飾、儀礼、標識、趣味
　　　　※④が主体となりやすい為、衛生上　問題が起こることがある

2）衣服の衛生条件

(1)気候調整力の良いもの

衣服の本質的意義･･････ 体温調節機能の補助
「衣服(下)気候」

　皮膚表面と衣服の最外層との間に出来るいくつかの衣服層との間の微小気候

　(皮膚と被服間or被服との間の微小気候)

　最内層温度･･････３２±１℃（31～33℃）
　　　　湿度･･････５０±１０％(40～60％)

　気流(不感気流)･･････２４±１５cm/sec　（10～40 cm/sec）

　※衣服の対外表面に近づく程、気温･･････低下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湿度･･････高くなる

　暖房 ← (衣服での調節可能気温) → 冷房

　　　　　　　１０～２６℃
・衣服気候の調節

(例)冬　通気性、熱伝導性･･････小さい程良い

　　　　含気量････････････････大きい方が良い

　　　　保温性(外側)･･････････大きい方が良い

　　　　開口部････････････････閉じる
Ａ．熱伝導性

衣服材料の熱伝導度
　空気　　毛　　　絹　　　木綿、麻

　1.0　　6.1　　19.2　　　29.9
Ｂ．通気性
通気性( 大 ）＝保温効果( 小 ）

通気性( 小 )→ 熱の蒸散妨げる

　　　　　　　 悪臭、不快感

（大）木綿、麻、絹＞羊毛（小）

（参考）夏服　通気性（大）　→ 防暑服　組織（密）（輻射熱を通さない）

　　　　　　　吸湿性（大）　　　　　　 通気性（小）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 →開口部大きくして通気性はかる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（アラブの女性服）･･･黒　光を通さない
Ｃ．吸熱性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(吸熱性は高い)
白　　 黄　　　青　　 緑　　　赤　　　紫　　　黒
100　　　165　　177　　194　　　207　　226　　　250

Ｄ．含気性　　　　　　　空気：断熱性がある
　含気量（　大　）･･････熱伝導性（　小　）＝保温力（　大　）

　　毛＞木綿＞麻

　＊毛皮････････････９．８％

　　普通の織物…５０％　（衣服材料が如何に多量の空気を含むか分かる）

Ｅ．保温性
　含気性、通気性、熱伝導性、吸熱性等が関与

Ｆ．吸湿性
　肌着……吸湿性大きい素材が快適

ナイロン　　　麻　　　　羊毛　　　　木綿 

湿度６５％（２２℃）　　4．2　　　13．8　　　16．0　　　　8．5

１００％（２２℃）　　　10.0　　　33.0　　　　34.0　　　 40.0    （1OO％の時、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水分率大きい
＊熱伝導率（　小 ）＝含気量（  大　）＝通気性（　小　）＝保温効果（　大　）

（2）皮膚表面を清潔に保つもの

　・内部からの汚染(汗、皮脂、垢)→吸水性の高い繊維

　・外部　　〃　  (塵挨、雨風、ガス等)→吸水性の低い繊維（撥水加工）
（3）身体活動に適したもの

　軽くて伸縮性があり、身体を圧迫しないもの

　　コルセット、帯等……胸部、腹部等に過度な圧迫

　　　　　　　　　　　→内臓圧迫

・重量･･････(冬でも)体重の（ １０　 ）％を超えないこと→(　４　)ｋg以内が望ましい
　　　　　男子　冬･･････６～７kg　　　　　　女子　男子より１kg少ない

　　　　　　　　夏･･････３～４kg　　　　　　　　　(皮下脂肪ある場合)
（４）身体を防護するもの

　・機械的危害……弾力性

　　　　　　　　　強靭性

　・化学的危害……酸、アルカリ抵抗性→合成繊維

　・火気……難燃性、、耐火性（動物性＞植物性＞化学性）

　・輻射熱

　・電気的危害……絶縁性

　　　　　　　　　帯電性低いもの……絹

　　　　　　　　（帯電性（大）→汚染しやすい

　＊農作業……日よけ、虫除け

３）衣服の清潔、消毒

（１）衣服の清潔

・衣服の清潔法　一般的な汚れ……湿式（水、湯、石鹸、合成洗剤）

　　　　　　　　脂肪性……………乾式（パークロロエチレン、石油系洗剤）

＊衣服の汚れ→通気性、保温性（↓）

（２）衣服の消毒

　・静電気→塵埃吸収（病原体も付着）

　＊厚手の生地（寝具等）……両面を均等に消毒
５．地域の環境衛生
1)上水道
(1)水の一般

Ａ．衛生学的意義

・水分……体重の６０～７０％

人体水分の１０％失う → 病的状態（精神興奮、痙攣、四肢萎縮 等）

　　　〃　　２０～２２％ → 死亡

Ｂ．必要量

　生理的必要量……２～３?／日　（食物、飲料水として）

　　→  食物の消化、吸収、体内各部への運搬

　　　　細胞内の化学変化、老廃物の排出

※飲料水の水質基準

　検出されてはならないもの･･････　大腸菌群　　　　昔シアン、有機水銀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般細菌はＯＫ
Ｃ．水系伝染病

　水を媒介とする伝染病

　　消化器系……コレラ、赤痢、腸チフス、パラチフス

　　その他………ポリオ、ワイル病、回虫症、日本住血吸虫症等

　　　（小児マヒ）　　　　　　　（日本ではほとんど見られない）

※ミルス・ラインケ現象
　河川の水を濾過、給水 → 水系伝染だけでなく一般死亡率も減少
　1893（米）ミルス

　　メリマック河の水を濾過、給水→ローレンス市民に供給
　　→　腸チフス、一般の死亡率減少
　1893（独）ラインケ

　　エルベ河の水を濾過、給水→ハンブルグ市民に供給　　
　　→　コレラ、一般の死亡率減少
　　その後、　大人の消化器伝染病　　　

　　　　　　　小児の胃腸炎（主要死因）
・水道により発生した水系伝染病の疫学的特徴

①一時に爆発的に患者発生

②給水地区と患者発生地区が一致

③性、年齢、人種に関係なく罹患（抵抗力の差はあるが）　

④（患者から発見される）病原体の型が同じ

⑤（水中で希釈される為）潜伏期延長、発病率・致命率低い、二次感染少ない
　(2)水道施設
　　上下水道 － 飲料水を供給する中央給水の施設

　　　　　　　普及率 － （平１４）９６．８％・・・良く試験にでる
　Ａ．水源

　　① 地表水　（河川、湖沼等）－　水源の約７割
　　　　　　　　 生活排水の影響受けやすい

　　② 地下水　（湧水、井戸水）

　　　　　　　　・溶存物質多く含む

　　　　　　　　　（ミネラル等）

　　　　　　　　　低温

　　③ 伏流水　 (河川、湖沼からの浸透水等)

　　　　　　　　粗い濾過　→　地表水よりは安全
　　　　　　　　（天然で受ける）

　Ｂ．浄水法（沈殿、濾過、消毒）
　　① 沈殿（濾過の為の準備段階）

　　 ａ．普通沈殿　沈殿池を設け、浮遊物質を沈殿させる。

　　　　　　　　　（水流を緩やかにするか、静止させる）

　　　　　　　　　　　広い面積

　　　　　　　　　　　長時間
　　 ｂ．薬品沈殿　硫酸アルミニウム（硫酸ばん土）を５～３５ｐｐｍ加える

　　　　　　　　　 → 水中にて水酸化アルミニウムとなる

　　　　　　　　　 → 凝集、塊 → 同時に細菌　微粒子を吸着、沈殿

　　② 濾過

　　　ａ．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かんそく),緩速)濾過（英国式）　←　普通沈殿法の水

         (重力に任せる)　　水垢 －　コロイド状の生物学的濾過膜を形成

　　　　　　　細砂

　　　　　　　粗砂　　　　　　　　　　　　細菌類の９９％まで除去可能

　　　　　　　細砂利

　　　　　　　粒砂利

　　　　　　　玉石　　（３～４ｍ／日）

　　　ｂ．急速濾過（米国式）　←　薬品沈殿法の水

　　　　　(ポンプで引張る)

　　　　　　　１２０ｍ／日　（緩速濾過の４０倍）

　　③ 消毒

　　　 衛生管理、上水の浄化に不可欠　　不完全

　　　　（濾過により水中細菌の９９％ 除去）

　　　ａ．液体塩素消毒

　　　　　「上水道施行規則」　　　　　　　　　　　　　　　　 病原体に汚染

　　　　　　・給水栓に於ける水　・遊離残留塩素－0.1ppm以上　0.2ppm以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　結合残留塩素－0.4ppm以上  1.5ppm以上

　　　ｂ．漂白粉消毒
　　　　　漂白粉(さらし粉、クロール石灰、クロールカルク)

　　　　　　　　　　　　　 Cℓ：塩素　　　　　　　　（キ）

　　　　　有効塩素　２０～５０％　含有

　　　　　 → 水溶液を作り、適量ずつ、水に加える

　　　ｃ．その他

　　　　　水中の微生物に対して　・加熱法

　　　　　　　　　　　　　　　　・紫外線法

　　　　　　　　　　　　　　　　・細菌濾過管法

　　　　　　　　　　　　　　　　・カタジン法 －　金属イオン(銀)を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 水中に遊離させ殺菌

　(４) 水道水源と水質問題　　　　　(Ｈ１２)

　　上水道１人１日当りの平均給水量　３８１ℓ

　　　　　　　　　　　　最大給水量　４５７ℓ

　　・水道水源の確保　－　量的・質的共に年々困難になりつつある。

　　　　　　水の確保　・ダムによる水源開発（昭和２割→平成４割）
　　　　　　　　　　　・海水の淡水化 －　沖縄等

　　　　　　　　　　　・陸水(地上水、地下水)の高度利用

　　・水を浄化する上での問題点　　　　　　　　　　　　産業排水
　　　　　　　人口の都市集中化　　　　水道水源の汚染（生活排水等）

　　　　　　　産業の進展　　　　　　　水質汚濁の多様化、複雑化

　　　水道水１㎥当りの原価　（全国平均）　

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和３５）　→　（平１２）

　　　　　　　　　　　　　　　　１７．６円　　　　１８２．２７円

　　　水道料金（全国平均） （平１３）　最低 － ７００円　　　　山梨県河口湖

　　　　　　　２０㎥　　　３０８３円　 最高 － ６１９０円　　　宮城県南郷町
　　

　○ 水質問題

　○ 臭気
　　(平12) ３７９万人がカビ臭等の異臭味による被害

　　　　　　大部分が淀川、利根川等の大河川の下流部

　　　　　　　　　　近畿 － １８３万５千人

　　　　　　　　　　関東 － １００万６千人

　　・ 水道水源（ダム・湖沼）に生活排水、農耕排水　流入

　　　　→ 富栄養化（燐、窒素等　栄養塩素の流入）

　　　　→ 植物プランクトン増殖

　　　　→ 水道水のカビ臭問題

　　　 対策 －　下水道の整備、完備 → 汚染水の流入規制
　　　　　　　　家庭 － 油汚れ　→　一旦紙で拭き取って洗う等の自己対策で軽減

　　・トリハロメタン
　　　　水道源水中の有機物質　＋ 浄水処理のＣℓで発生・・・発癌性
　　　　　暫定的制御目標 －　０．１ｍｇ／ℓ（年間平均）

　　　　対策　・水源の汚染防止　　　これが第１

　　　　　　　・（Ｃℓの代りに）オゾン等の消毒剤

　　　　　　　・生成されたトリハロメタン → 活性炭等で除去

　　○クリプトスポリジウム（塩素耐性原虫類）
　　　（平８）クリプトスポリジウム事件

　　　　　　　　　埼玉県EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おごせ),越生)町　町名の２／３以上が下痢等の症状

　　　きれいな水源があれば、塩素処理だけで衛生確保には問題がないと言った
　　　時代は過ぎつつある

　　　対策　既設の急速濾過施設で浄水 → 特殊膜による膜濾過施設という二重の安全

　２）下水道

（１）下水の重要性

　　　下水 －　生活圏から排出された汚水の総称　　そのまま河川、海に流すと

　　　　　　　 種々の病原体、有害物質を含む　→ 　汚染源となる可能性大

　　　下水道 － 汚水を導管で下水処理場に導き汚水を浄化、排水するまでの施設
　　　下水処理 －　下水を衛生上無害なものにすること。

　　・下水道　普及率　（平成１４）６３．５％　（環境省調べ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　古い国家試験・・・５０％以下

　　　　　・諸外国に比べ遅れている　　英　９７％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仏　８１％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　独　９２％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米　７１％
　下水道のしくみ　　　　　　　　　　土管一本で済むので簡単

　① 合流式 － 排水と雨水と合同　日本では今までこれが多い

　　　　　　　　　　　　　　　　　－雨水氾濫防止の為

　② 分流式 － 排水と雨水と別々に流す（近年はこちらが多い）

　③ 混合式 － 分流式に雨水の一部を入れる。

（２）下水の水質試験

　① 物理的試験 － 温度、透視度、色相、色度、臭気
　　（H16年の国家試験）

　② 科学的試験 ・・・良く試験にでる
　　ａ．ｐＨ値　放流下水の水質基準　－　５．８～８．６
　　　　　　　　(処理した後)

　　　　　　　　都市下水の水質基準　－　６．７～７．１

　　　　　　　　河川の水道利用　　　－　６．５～８．５

　　ｂ．浮遊物質（ＳＳ）：少ない程良い　大気の浮遊物質・・ＳＰＭ

　　　　　　　　　Saspended Solid

　　　　水中の不溶性物質

　　　・放流下水の水質基準　――――――　７０ｍｇ／ℓ以下
　　　　(活性汚泥法で処理された場合)
　　　・水道水（河川）―――――――――　２５ｍｇ／ℓ以下
　　ｃ．溶存酸素（ＤＯ）　Dessoloved Oxygen ：多い程良い
　　　・水道水（河川）―――――――――　７．５ｐｐｍ以上
　　　　※ 魚類の生存　―　４～５ｐｐｍ以上（酸素飽和量 ６０％以上必要）
　　　　　　　　　ＤＯ＝０　→　メタンガス、硫化水素発生

　　　　　　　　　　　　　　→　水中の鉄と結合 → 硫化鉄

　　　　　　　　　　　　　　→　水の色　黒色 →「死んだ川」

　　ｄ．生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） Biochemical Oxygen Demand

  　　　Ｏ2が多いと、微生物が活動する　→ 汚れている。
　　　　水中の分解可能な有機物が、微生物の作用によって安定するのに使用される
　　　　Ｏ2の量をｐｐｍで表したもの

　　　　　　　　放流下水 －　２０ｐｐｍ以下
　　　　　（２０℃の恒温室に５時間培養した時に消費されるＯ2の量）
　　　　　　※ 水質汚濁指標として重要 － ＢＯＤ高値 → 汚染度高い
　　ｅ．科学的酸素要求量（ＣＯＤ）・・・低い程良い（高いと汚れている）
　　　　水中の有機物(や硫化物、アンモニア等)が酸化剤によって
　　　　安定するのに使用されるのＯ2の量をｐｐｍで表したもの

　　　　酸化剤　－　過マンガン酸カリウム
　　　　ＢＯＤと伴に河川の汚染度を示すもの

　　　　生物化学的相関が明らかなもの

　　　　産業排水でＢＯＤ測定不能な場合

（３）下水の処理　（検査後）

　① 無処理

　　 ・海・川にそのまま放流

　　 ・養魚に利用（毒性のものが入ってない場合）　　　多くの欠点あり

　　 ・灌漑利用（肥料分に富む）

　② 処理施設

　　　・機械的処理 － 固形分除去

　　　　　　　　　　　→ 沈澱池で浮遊物、土砂が沈殿される

　　　・生物学的処理・・ 好気的処理　活性汚泥法（日本では殆どがこの方法）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 散水濾床法

　　　　　　　　　　　　 嫌気的処理 － イムホフ槽

　※ 活性汚泥法

　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばくき),曝気)法（下水に空気を吹き込む）
　　　　　　→　好気性微生物が有機汚染物を取り込む。

　　　　　　→　酸素分解して増殖 → 多量の凝集塊（活性汚泥）となる

　　　　　　→　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばくき),曝気)をやめる → 活性汚泥沈殿

　　　　　　→　上澄を塩素で消毒

　　　　　　→　　河川放流

　　　　　　　　　沈澱物を脱水・乾燥 → 　肥料、埋立て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場合によって焼却あるいは海洋投棄
　　　・嫌気的処理

　　　　　イムホフ槽　Ｉｍｈｏｆ／Ｔａｎｋ

　　　　　　嫌気性分解を目的とした消化槽
　　　　　　消化法　消化槽に入れ、嫌気性腐敗を起こさせる。

　　　　　　　　　　→有機物　分解　・液化 → ガス →　エネルギー
 　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・乾燥 → 肥料

（４）産業排水の処理

　　　　産業の高度化 → 大量の工業用水

　　　　→ 産業排水 →　公共用水汚染 　→　水俣病

　　　　　　　　　　　　他の産業に悪影響　 イタイイタイ病　等

　　　　　　希釈法

　　　　　　沈澱法

　　　　　　生物化学的処理法

３）廃棄物の処理

　　廃棄物処理不十分　　　環境汚染

　　　　　　　　　　　　　病害虫発生 → 伝染病

　（昭４５）「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）」

　　　廃棄物処理法の責任者　・一般廃棄物 ― 市町村（ゴミ、屎尿、動物の死体･･･）

　　　　　　　　　　　　　　・産業廃棄物 ― 排出業者
　　　法律の主な内容　・廃棄物の発生抑制

　　　　　　　　　　　・リサイクルの推進

　　　　　　　　　　　・排出事業者責任の強化

　　　　　　　　　　　・不適正処理に対する罰則の強化

（１）一般廃棄物の処理（主体・・・屎尿とゴミ）

Ａ．屎尿処理

　　　下肥（農村還元）・・・鎌倉時代から

　　　　→ 化学肥料普及 → 農村還元激減

　　　　→ 公共下水道、屎尿処理施設の整備遅れる

　　　　→ 屎尿処理問題(生活環境保全最大の難問)
（平１３）

　　・水洗化人口　－　８４．７％　　浄化槽 － ２６．８％ － 下水道未敷設

　　　　　　　　　　　　　　　　　　下水道 － ５７．９％ － 公共下水道

　　・非水洗化人口 － １５．３％（水洗化と共に今後減少していくと思われる）

　　　　　自家処理　――――――――― １．３％

　　　　　屎尿収集　・ 屎尿処理施設 － ８４．５％

　　　　　　　　　　・ 下水道 → 処理場－４．７％

　　　　　　　　　　・ 海洋投入 ―――― ４．０％

　　　　　　　　　　・ 農地還元 ―――― ０．３％

Ｂ．ごみ処理

　ごみ総排出量 ― （平１３）１１２４ｇ／日／人

　　　処理　・焼却 ――― ７８．２％（対前年度比０．８％増）

　　　　　　・直接埋立 ― ５．３％（対前年度比０．６％減）年々低下
　　　　　　・高速堆肥化

　　　　　　・堆肥化、肥料

　　　　　　・その他（リサイクル等）　　できるだけ資源化し、再利用を図る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（近年増加）

　・不燃物、焼却灰 → 埋立

　（平１３）　最終処分場 ― １２．５年分（全国平均）

　　　　　　　　　　　　　　(２０５９ヵ所 － 1億５２６１万㎥)

　・プラスチック　　（社）全国都市清掃会議使用済乾電池
　　水銀電池　　　　　　　広域回収・処理連絡会

（平１３）家電リサイクル法 ―　エアコン、ＴＶ

　　　　　　　　　　　　　　　 冷蔵庫、洗濯機

（２）産業廃棄物の処理

　　　事業活動に伴って排出される廃棄物（２０種類）

　　　→ 一般廃棄物とは別に特別な取扱いが要求される

　　　　 処理 ―― 排出事業者の責任

　　　　　　　　① 排出業者が自ら処理　　　(マニュフェスト：最後まで約束を果たす)

　　　　　　　　② 産廃物の処理業者に委託 → マニュフェスト制度

　　（平９）「すべての産業廃棄物はのマニュフェスト制度」（廃棄物処理法）

　　　　　　・排出業者が産廃物の処理を業者に委託

　　　　　　　→ 最終処分まで行われたことを確認する為の管理票(マニュフェスト)

　　　　　　　　 を交付しなければならない制度

　　　　排出状況（平１３）　総数 約４億ｔ

　　　　　　　　　　　汚泥　―― ４６．７％

　　　　　　　　　　　家畜糞尿― ２２．５％
　　　　　　　　　　　がれき類― １４．３％

　※特別管理廃棄物

　　　特別管理一般廃棄物

　　　特別管理産業廃棄物

　　　人の健康、生活環境に被害を生じるおそれのある廃棄物
　　　（爆発性、毒性、感染性等）

　　　　　　　　　　　医療廃棄物

　　　　　　　　　　　厚労省

　　　　　　　　　　　「医療廃棄物処理ガイドライン」

　　　　→ 適正処理を確保する為

　　　　　 廃棄された時点から分別、保管、収集、運搬、処分等

　　　　　 通常の廃棄物とは別の特別な規制
　＊産廃処分場からの浸出＊

　　　　　　　→ 環境ホルモン

　　　　「バーゼル条約」（平４）

　　　　「バーゼル法」 → 廃棄物の国内処理の原則

　　　　　　　　　　　　　(不当に外国に投棄することを規制)

６．公害

１）定義と特徴

　　定義　　事業活動　　その他　人の活動に伴って生じるものにより

　　　　　　人の健康　又は　生活環境に係る被害が生じること。

　　　※　自然が原因　－　公害とは言わない　ex. 温泉源の為、河川水が酸性
　　典型７公害（昭４２　公害対策基本法）

　　　・大気汚染
　　　・水質汚濁
　　　・土壌汚染　　　　大 水 騒 動 悪臭 と 地 震
　　　・騒音　　　　　　大 水 騒 土　　　　 地 振
　　　・振動　　　　　　気 質 音 壌　　　　 盤 動
　　　・地盤沈下
　　　・悪臭
　　・特徴

　　　・発生源が特定しにくい

　　　　　　　→ 責任の所在　不明確

　　　・有害な物質の排出が長期間にわたって続く

　　　・人為的な排出物

　　　　　→ 健康、動植物、財産等に被害

２）環境の保全と公害対策

　　・環境保全　　① 自然環境の保護、育成

　　　　　　　　　② 生活活動による汚染物質排出の防止

　　　　　　　　　　　　昭４２　公害対策基本法　→　平５　環境基本法

　　　　　　　　　　　　　４４　公害健康被害救済特別措置法


　　　　　　　　　　　　　　　各公害に対する防止法が次々制定

　　　　　　　　　　　　　４６　環境庁 →　平１３　環境省

　　※　６０年代　高度経済成長　　→　生活水準向上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福祉・教育の普及向上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公害　生活環境　悪化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康被害

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　四大公害裁判（1967～1987）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・四日市喘息 － ＳＯx（イオウ酸化物）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・イタイイタイ病(富山県神通川流域)・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・熊本水俣病　　　有機水銀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・新潟水俣病　　アルキル水銀

　　・公害の現状
　（１）大気汚染

　　　　　公害の苦情件数の第1位　　　　Ｈ８までは騒音

　　　　・大戦前 ―　煤煙を中心とする黒いスモッグ（燃料－石炭、材木）

　　　　・高度成長期 ― 工場、自動車よりの白いスモッグ（石油系燃料）

　　大気汚染物質

　　　・ＳＯx ―― 人為的寄与率高い（９０％以上、ＳＯx －９９％）
　　　・ＮＯx
　　　・ＣＯ
　　　・Ｏx　（オキシダント）酸化物質の総称 － （二次的汚染物質）
　　　・ＳＰＭ（浮遊物質）－ すず、粉塵（粒径が１０μ以下のもの）

　※ 大気汚染の起こりやすい状況

　　　 曇天の日　　明け方　　　　太陽光による気温の逆転が起きにくい

　　　　　　　　　　　→ 汚染物質が気温上昇と共にう上って行かない
　　　　　　　　　　　→ 汚染物質の濃度が空気中で高くなる

　　　 晴れの日　（日没～明け方）　　　　　　　　（日中）

　　　　　　　　上空の方が相対的に暖かい　　　　　　　　　　大気汚染物質が

　　　　　　　　５０～１５０ｍ「逆転層」　　　　　　　　　　上空は拡散

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大気汚染起きにくい

　　　　　地表

　　※　光化学オキシダント（光化学スモッグ）

　　　　　ＮＯxと炭化水素 ＋ 太陽光線（ＵＶ：紫外線）

　　　　　　→ オゾンやアルデヒド類・・・生体への刺激強い

　　　　　　　　　　　（刺激が強い）

　　酸化作用強い　　Ｏ3 ― 呼吸器系障害

　　　　　　　　　　自動車　―　Ｏxの前駆物質の発生源

　　・光化学スモッグ　―　光化学オキシダントによる大気汚染現象
　　　　　　　　　　　　　　大気中でＯxが凝集 → 高濃度になったもの

　　　発生しやすい状況　　風速小、安定状態

　　　　　　　　　　　　　正午前後、２時間以上強い日射　　夏の暑い
　　　　　　　　　　　　　気温２５℃以上　　　　　　　　　正午前後
　　　○健康に及ぼす影響

　　　　・長時間の大気汚染　―・慢性の健康障害

　　　　　　　　　　　　　　　　　→ 呼吸機能の低下
　　　　　　　　　　　　　　　　　・慢性気管支炎、気管支喘息

　　　　　　　　　　　　　　　　　・慢性肺気腫　　　　　

（以上３つを含めＣＯＰＤという）

　　　　　　　　　　　　　　　　　・肺癌、気管支癌 ― 大気汚染の関与大

　　　　　　　　　　　　　　　・物の汚れ → 心理的不快感

　　　　　　　　　　　　　　　　(酸性雨など)

　（２）水質汚濁　（主な原因）

　　　　　産業活動や生活排水 → 河川、湖沼、海洋汚染

　　　　　　→ 利用目的損なわれること

　　　　環境基準　　シアン（青酸カリの基）　　　　細胞呼吸停止

　　　　　検出され　アルキル水銀（有機水銀）――　水俣病の原因

ないこと  ＰＣＢ　　　　　　　　　　　　カネミ油症（米ぬか油）

　　　　以前は有機リンも入っていた。
　　　・汚水・排水 → 食物連鎖により濃縮（約１０倍ずつ）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―　ヒト　　脂肪組織に高濃度に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓄積

　　※　人体にとって有害な物質（ｃｄ(カドミウム)等）

　　　　　昭４６　―　０．６９％

　　　　　平　４　―　０．０１％（大幅に改善）

　　　　　土壌汚染
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（1）暖房


①局所暖房法


・室内に熱源……主に輻射熱（ストーブ、いろり、こたつ、火鉢等）





病人、乳児等冷え過ぎに注意





+ 過労・睡眠不足
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羊毛に比して）





減少





年の変化はあまりない





８．８倍





対策





 屎尿を肥料として利用


 都市部への人口集中が今日程　急激でなかった。





理学的処理法(酸化還元)





最終処分量 ― ９９５万ｔ(平１２)　１０５１ｔ― 年々減少





カドミウム





四大公害裁判　→ すべて被害者側の勝訴　　　　　　
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